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膜虚血を惹起し、血管内皮増殖因子(vascular endothelial growth factor; VEGF)
の発現亢進を介して、新生血管や血管透過性亢進にまつわる増殖糖尿病網膜症




グラフィー(optical coherence tomography angiography; OCTA)を用いて三次元
的に NPAを評価し、その神経グリア組織の形態変化との関連を検討した。 
対象は DR患者 69例 101 眼で、黄斑部を中心とした OCTA 画像を撮影した。
網膜を横断する 10本の線に沿って NPAを層別に評価し、網膜毛細血管浅層の
みの NPAである NPA in the superficial capillary layer (sNPA)、網膜毛細血
管深層のみの NPAの NPA in the deep layer (dNPA)、網膜毛細血管浅層と深
層の両層の NPAである NPA in both layers (bNPA)の３種類の NPAに分類し
た。また同時に撮像された光干渉断層計(optical coherence tomography; OCT)
を用いて、相当する部位における神経グリア組織の形態変化を評価し、層別の
NPAと比較検討した。 
黄斑部の OCTA 画像において、sNPA、dNPA、bNPA が、各々2.34%(四分位
範囲 0.81-5.55)、0.61%(0-1.99)、5.96%(4.02-10.88)の範囲で描出されていた。
sNPA は、神経線維層(nerve fiber layer; NFL)と神経節細胞層(ganglion cell 
layer; GCL)/内網状層 (inner plexiform layer; IPL)の境界消失 (ρ=0.836, 
P<0.001)、及び、網膜内層における斑状病変 (spots with inverted OCT 
reflectivity)の領域(ρ=0.519, P<0.001)と相関を示した。一方、dNPAは、対応
する網膜層である内顆粒層(inner nuclear layer; INL)における嚢胞様腔(ρ
=0.770, P<0.001)、又は、Henle層における嚢胞様腔(ρ=0.757, P<0.001)と強








本研究は、糖尿病網膜症(diabetic retinopathy; DR)において、光干渉断層計(optical coherence 
tomography: OCT)及び光干渉断層計アンギオグラフィー(optical coherence tomography 












  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 31 年 1 月 9 日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
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